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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 23,878 △2.9 2,079 13.1 3,759 △11.7 3,189 △12.9

2025年３月期第１四半期 24,601 6.3 1,839 △18.8 4,258 2.1 3,660 9.4

（注）包括利益 2026年３月期第１四半期 1,066百万円（△77.5％） 2025年３月期第１四半期 4,750百万円（45.4％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 69.99 －

2025年３月期第１四半期 81.47 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 142,309 111,387 77.8

2025年３月期 150,877 111,203 73.2

（参考）自己資本 2026年３月期第１四半期 110,647百万円 2025年３月期 110,382百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 40.00 － 123.00 163.00

2026年３月期 －

2026年３月期（予想） 87.00 － 29.00 －

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期（累計） 55,000 3.1 5,600 7.4 9,400 △5.2 6,600 △16.1 147.41

通期 140,500 6.2 25,900 18.2 33,900 10.0 25,400 3.9 189.11

１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無
２．2026年３月期の中間配当金（予想）87円には、創業75周年記念配当10円が含まれています。
３．2025年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき３株の割合をもって株式分割を実施する予定です。こ
　　れに伴い、2026年３月期の１株当たり期末配当金については、当該株式分割を考慮した金額を記載し、年間配
　　当金合計は「－」として記載しております。2026年３月期の期末配当金を仮に当該株式分割前に換算しますと
　　87円、年間配当金合計は174円となります。

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無
２．2025年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき３株の割合をもって株式分割を実施する予定です。こ

れに伴い、2026年３月期の連結業績予想における１株当たり当期純利益については、当該株式分割を考慮した
金額を記載しております。なお、当該株式分割を考慮しない場合の2026年３月期の連結業績予想における１株
当たり当期純利益は567円32銭となります。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期１Ｑ 47,448,172株 2025年３月期 47,448,172株

②  期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 1,468,852株 2025年３月期 3,117,394株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 45,566,557株 2025年３月期１Ｑ 44,932,588株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：有

新規  1社  （社名）アルパインツアーサービス株式会社

除外  2社  （社名）北京奥冠英有限公司、高得運（北京）服装商貿有限公司

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．経営成績等の概況

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間における国内経済は、人手不足を背景とした賃金の上昇傾向が継続し、雇用・所得環

境の改善が一部の個人消費を下支えしました。一方、米国による関税政策の強化や中東を中心とする地政学的リス

クの高まりを受けて、世界経済の先行きには依然として不透明感が残り、企業・消費者の双方における慎重な姿勢

が市場心理に色濃く反映されました。

こうした外部環境のもと、スポーツアパレル業界においては、物価上昇と実質可処分所得の伸び悩みに伴い、生

活防衛意識が強まり、特に高価格帯製品に対する価格感度が一段と高まっています。このため、メーカー側には実

需に即した提案や、機能訴求の明確化がこれまで以上に求められています。

当社においても、こうした市場構造の変化を踏まえ、期初より夏山需要の本格化を見据え、レインジャケット等

の展開を強化してまいりました。しかしながら、価格感応度の上昇に加え、空梅雨や酷暑といった気象要因も重な

ったことにより、地方都市を中心に販売は伸び悩む結果となりました。

一方、ウインドブレーカー等の薄手の羽織物については、日常利用を意識した製品設計および訴求を進めていた

ことにより、アウトドア用途に加え、通勤や買物といった日常生活での利用を中心に、東京・大阪・福岡等の都市

部では需要が堅調に推移しました。

また、重点カテゴリーであるシューズでは、「VECTIV 3.0」等、トレイルランニングや登山領域における機能訴

求が奏功し、集客・購買の起点として機能しました。さらに、ウエア領域への波及効果も確認されています。

このように、アイテムによる好不調の差こそありましたが、第１四半期の売上高は、前期中に終了した４ブラン

ドによる約６億円の減収が要因となり、前年同期比2.9％減の23,878百万円となりました。

売上総利益は前年同期比1.7％増の12,646百万円、売上総利益率は2.5ポイント改善し53.0％となりました。主な

要因としては、為替相場が比較的安定していた昨年秋の段階で商品調達を進めたことにより、原価上昇圧力を抑制

できた点が挙げられます。加えて、全体の約３割の品番に対し平均10％程度の選択的な値上げを実施したことも、

売上総利益率の改善に寄与いたしました。

販売費及び一般管理費については、前年同期比で広告宣伝費、支払手数料、賃借料が増加したものの、前年同期

に発生した一時費用（本社移転費５億円およびJ-ESOP費用６億円）が当期には発生しなかったため、前年同期比

0.2％減の10,567百万円となりました。また、営業利益は前年同期比13.1％増の2,079百万円となりました。

持分法適用関連会社であるYOUNGONE OUTDOOR Corporationにおいては、売上高が前年同期並みの水準で堅調に推

移したものの、為替相場の変動の影響等を受け減益となったことから、当社の持分法による投資利益は前年同期比

30.3％減の1,630百万円となりました。その結果、経常利益は前年同期比11.7％減の3,759百万円となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比12.9％減の3,189百万円となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は142,309百万円となり、前連結会計年度末に比べ8,567百万円減

少しました。これは主に、現金及び預金7,579百万円が減少したためであります。

負債合計は、30,922百万円となり、前連結会計年度末に比べ8,751百万円減少しました。これは主に、株式給付

引当金4,993百万円、未払法人税等1,893百万円、未払金1,475百万円が減少したためであります。

純資産合計は、111,387百万円となり、前連結会計年度末に比べ184百万円増加しました。これは主に、配当金の

支払5,661百万円、為替換算調整勘定の減少2,071百万円があったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益

3,189百万円の計上及び自己株式の減少4,772百万円があったためであります。なお、自己資本比率は77.8％となっ

ております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第２四半期（累計）および通期の連結業績予想につきましては、2025年５月14日に公表した内容から変更はあり

ません。

足元では、生活防衛意識の高まりを背景に、消費者の節約志向が一段と強まり、購買行動には慎重さが見られま

す。さらに、気象条件の不安定化や物価上昇の長期化、為替変動の激化等、外部環境の不確実性は依然として高い

状況にあります。加えて、地域・価格帯・販売チャネル別に需要に偏りが認められるほか、在庫水準の適正化とい

った内部課題も依然として存在しており、これらは業績に対する下押し要因として注視が必要であると認識してい

ます。

こうした環境のもと、当社は短期的な需給変動に左右されることなく、持続的かつ安定的な収益構造の確立を目

指し、収益基盤の強化とともに、構造的な体質改善に引き続き注力してまいります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 52,526 44,947

受取手形、売掛金及び契約資産 14,118 9,313

電子記録債権 5,419 6,047

商品及び製品 17,884 18,097

仕掛品 372 310

原材料及び貯蔵品 962 968

その他 2,157 3,651

貸倒引当金 △3 △2

流動資産合計 93,438 83,334

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,604 2,587

土地 4,679 4,679

その他（純額） 3,540 5,331

有形固定資産合計 10,824 12,598

無形固定資産

商標権 626 559

のれん － 156

その他 2,181 2,189

無形固定資産合計 2,808 2,906

投資その他の資産

投資有価証券 33,014 32,635

差入保証金 3,201 3,404

その他 7,679 7,519

貸倒引当金 △88 △88

投資その他の資産合計 43,805 43,470

固定資産合計 57,438 58,975

資産合計 150,877 142,309

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,294 4,088

電子記録債務 15,915 15,002

短期借入金 － 50

１年内返済予定の長期借入金 354 139

未払法人税等 1,993 100

賞与引当金 857 1,324

株式給付引当金 4,993 －

その他 8,982 7,520

流動負債合計 37,391 28,226

固定負債

長期借入金 － 284

退職給付に係る負債 186 196

その他 2,095 2,214

固定負債合計 2,282 2,695

負債合計 39,674 30,922

純資産の部

株主資本

資本金 7,079 7,079

資本剰余金 1,578 1,578

利益剰余金 113,468 111,097

自己株式 △15,838 △11,065

株主資本合計 106,289 108,690

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,771 1,726

繰延ヘッジ損益 △5 △48

為替換算調整勘定 2,418 346

退職給付に係る調整累計額 △90 △67

その他の包括利益累計額合計 4,093 1,957

非支配株主持分 820 739

純資産合計 111,203 111,387

負債純資産合計 150,877 142,309
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年６月30日)

売上高 24,601 23,878

売上原価 12,168 11,231

売上総利益 12,433 12,646

販売費及び一般管理費 10,594 10,567

営業利益 1,839 2,079

営業外収益

受取利息 4 6

受取配当金 55 49

持分法による投資利益 2,340 1,630

その他 58 28

営業外収益合計 2,458 1,713

営業外費用

支払利息 7 13

為替差損 － 7

保険解約損 16 －

その他 14 13

営業外費用合計 39 33

経常利益 4,258 3,759

特別利益

投資有価証券売却益 － 123

特別利益合計 － 123

特別損失

店舗閉鎖損失 2 0

固定資産処分損 32 0

特別損失合計 34 0

税金等調整前四半期純利益 4,223 3,882

法人税、住民税及び事業税 530 102

法人税等調整額 23 577

法人税等合計 554 679

四半期純利益 3,669 3,202

非支配株主に帰属する四半期純利益 8 13

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,660 3,189

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年６月30日)

四半期純利益 3,669 3,202

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 238 △44

繰延ヘッジ損益 7 △43

為替換算調整勘定 179 △161

退職給付に係る調整額 21 21

持分法適用会社に対する持分相当額 634 △1,908

その他の包括利益合計 1,080 △2,136

四半期包括利益 4,750 1,066

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,741 1,053

非支配株主に係る四半期包括利益 8 13

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自2024年４月１日  至2024年６月30日）および当第１四半期連結累計期間

（自2025年４月１日  至2025年６月30日）

当社グループは、スポーツ用品関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

「株式給付信託（J-ESOP）」制度の終了に伴い、信託内の自己株式を従業員に対して給付したことで、当第１四

半期連結累計期間において自己株式が4,772百万円減少し、当第１四半期連結会計期間末において自己株式が

11,065百万円となっております。

前第１四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  2025年４月１日

至  2025年６月30日）

減価償却費 530百万円 563百万円

のれんの償却費 － 4

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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前第１四半期連結累計期間

（自  2024年４月１日

　　至  2024年６月30日）

当第１四半期連結累計期間

（自  2025年４月１日

　　至  2025年６月30日）

１株当たり四半期純利益（円） 27.16 23.33

現行定款 変更後定款

（発行可能株式総数）

第７条　当会社の発行可能株式総数は

184,000,000株とする。

（発行可能株式総数）

第７条　当会社の発行可能株式総数は

552,000,000株とする。

（追加情報）

（株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更）

当社は、2025年５月14日開催の取締役会において、以下のとおり、株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変

更を行うことについて決議いたしました。

１．　株式分割

（1） 株式分割の目的

投資家の皆様が投資しやすい環境を整えるため、株式を分割することにより１単元当たりの投資額を引き

下げ、当社株式の流動性の向上及び投資家層の拡大を図ることを目的として実施するものであります。

（2） 株式分割の概要

① 分割の方法

2025年９月30日（火曜日）を基準日として、同日最終の株主名簿に記録された株主様の所有する普通株式

１株につき、３株の割合をもって分割いたします。

② 分割により増加する株式数

株式分割前の発行済株式総数　　　 47,448,172株

今回の分割により増加する株式数　 94,896,344株

株式分割後の発行済株式総数　　　142,344,516株

株式分割後の発行可能株式総数　　552,000,000株

③ 株式分割の日程

基準日公告日　　　　　　　　　　2025年９月12日（金曜日）

基準日　　　　　　　　　　　　　2025年９月30日（火曜日）

効力発生日　　　　　　　　　　　2025年10月１日（水曜日）

（3） １株当たり情報に及ぼす影響

前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定した場合における１株当たり情報の各数値はそれぞ

れ以下のとおりであります。

（4） 今後の見通し

今回の株式分割に際しては、資本金の額の変更はありません。

２．　株式分割に伴う定款の一部変更

（1） 定款変更の理由

今回の株式分割に伴い、会社法第184条第２項の規定に基づき、2025年10月１日（水曜日）をもって当社

の定款第７条の発行可能株式総数を変更いたします。

（2） 定款変更の内容

変更内容は以下のとおりです。（下線は変更部分であることを示しております。）

（3） 定款変更の日程

効力発生日　　　　　　　　　　　2025年10月１日（水曜日）
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